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SmFeAsO1−xHxは鉄系超伝導体中で最も高い臨界温度(Tc)を示す。反強磁性スピンの揺らぎは、

鉄系を含む非従来型超伝導を誘起する重要な引力相互作用の一つと提案されており、超伝導発現

機構を理解するためには、隣接する反強磁性相への理解が重要となる。 

しかし、天然の Sm は全元素中で二番目に大きな中性子吸収断面積を持つため、その特異な超

伝導特性にもかかわらず、磁気的基底状態は明らかにされてこなかった。そこで本研究では吸収

断面積が小さな 154Sm(天然 Sm の 700 分の 1)を用いて試料を合成し、中性子回折法を用いて

SmFeAsO1−xHxの電子相図の作成を試みた。 

図 1a に 154SmFeAsO1−xDxの電子相図を、1b, 1c には、x = 0 と 0.73 における反強磁性磁気構造を

示す。x = 0 の反強磁性相(AFM1)は他の鉄系と同様のシングルストライプ型の磁気構造を示した。

一方、x = 0.73 の反強磁性相(AFM2)は格子非整合な磁気秩序を示し、Fe の磁気モーメントは最大

で 2.73μB/Fe に達することが明らかになった。本講演では、低温結晶構造や比熱測定から求めた転

移温度の詳細と密度汎関数法に基づくバンド計算から得た AFM2 相の起源について考察する。 

 
図 1: 154SmFeAsO1−xDxの相図と AFM1、2 の磁気構造[1]  
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